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研究成果の概要： 
本研究の目的は，絵画を見ているときの脳活動が学習によってどのように変化するかを調べる
ことである．美術専門家と普通の大学生との間の比較研究，及び普通の大学生に美術鑑識の長
期専門訓練を施した研究を行った．行動指標を分析した結果，美術専門家と普通の大学生の鑑
識パターンには違いがあること，及び普通の大学生に長期訓練を施すことで専門家に似た鑑識
パターンを学習できること等が明らかになった。しかし脳磁図を用いた実験では，明らかな学
習効果は認められなかった．一方，近赤外分光法を用いた実験では，中世美術専門家がキリス
ト教絵画を見ているときの左前頭前野の賦活は普通の大学生とは異なることが明らかになった． 
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１． 研究開始当初の背景 
 
人はどのような絵や図形を美しいと感じる
か，美しいと感じた時に脳はどのような活動
を見せるのか，その反応にはどのような法則
があるのか．こうしたテーマを脳画像研究等
の手法を用いて実験的に調べる分野を神経
美学 (neuroaesthetics)と呼び，比較的新し
い研究分野を形成しつつある． 
この研究分野では，人が美しい絵画を見た
時に起きる脳部位などが同定されてきた．

Kawabata & Zeki (2004)は，人が美しい絵画
を見たときは眼窩前頭野 (orbitofrontal 
cortex)の賦活が強くなり，醜い絵画を見た
ときは運動皮質 (motor cortex)の賦活が強
くなることを報告した．また，Vartanian & 
Goel (2004)は、自分の好きな絵を見るとき
は下後頭皮質の紡錘状回 (fusiform cortex)
の賦活が強まることを報告している．しかし，
このような神経反応が美術経験の有無によ
りどのように異なるのかはまだ調べられて
いない． 
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２． 研究の目的 
 
本研究の目的は，絵画を見ているときの脳活
動が学習によってどのように変化するかを
調べることである．同じ絵画を見ているとき
でも専門家と素人では異なる見方をするこ
とが考えられ，その神経反応も違ってくるこ
とが予想される．また，一般の大学生に美術
訓練を与えることにより，絵画の評価判断 
(行動レベル)だけでなく，脳の活動にも変化
が生じるかどうかを調べる． 
 さ ら に ， 本 研 究 で は 脳 磁 図 
(magnetoencephalography)を用いることに
より，絵画を見たときの神経反応の時間的過
程を調べる．脳磁図を用いることにより，神
経細胞の活動により生じる磁場反応を測定
する装置で，従来の脳波研究に比べて空間分
解能が高く，かつミリ秒単位の時間分解能で
脳活動を捉えることが可能となる．こうした
研究は国内外においてまだ検討されていな
いテーマであり，本研究を遂行することによ
り，新たな研究成果が得られる可能性がある． 
 
３．研究の方法 
 
最初に，行動研究として，美学専門家と普通
の大学生の絵画鑑識の違いについて調べた．
美学専攻の大学院生34名と普通の大学生67
名に絵画を一枚ずつ提示し，上手下手につい
て判断させ，両群の鑑識パターンの違いにつ
いて調べた． 
 絵画評価に及ぼす学習効果についてさら
に精しく調べるために，普通の大学生33名
を対象に長期に及ぶ絵画鑑識の訓練実験も
行った．この実験では被験者を２群に分け，
実験群の被験者 (N=17)には専門家による鑑
識眼訓練を施し，統制群の被験者 (N=16)に
は教示なしに絵画を鑑賞してもらった．鑑識
眼訓練は西洋美術館・ブリジストン美術館な
どの協力を得て現地にて行った．訓練セッシ
ョンは約6ヶ月で，その前後に鑑識眼テスト
を行った． 
 最後に，脳磁図，近赤外分光法 (NIRS： 
near-infrared spectroscopy)，事象関連電
位 (event related potential)を用いて美学
専門家と普通の大学生の絵画鑑識の神経相
関における違いについて検討した．神経学的
研究は行動研究と関連付けながら遂行され，
(1) 普通の大学生と美学院生との比較，(2) 
訓練セッションの前後での比較などが行わ
れた．脳磁図を用いた研究では，絵画の種類
による比較 (肖像画，抽象画，風景画など)
なども検討され，また近赤外分光法を用いた
研究では，特にヨーロッパ中世の宗教画の認
識に及ぼす絵画経験の効果について検討さ
れた． 

 
４．研究成果 
 
行動研究の結果，美術経験者と素人の絵画
評価には若干の違いが見られ，美術経験者は
形成運動空間 (作品の構図が生み出す不安
感・葛藤間・充溢感)など素人には欠落した
観点からも絵画を評価することが明らかに
なった．また，美術経験の無い普通の大学生
に6ヶ月間に及ぶ鑑識眼トレーニングを実施
したところ，美術教育の専門家が考案した適
切な教授法により，有意に絵画の評価得点が
上昇すること (絵画評価が専門家と似たパ
ターンになること)が明らかになった．下の
図でも明らかなように，訓練前 (pretest)で
は実験群と統制群で有意差がなかったのに
対して，訓練後 (posttest)では，実験群の
みが有意に専門家の鑑識パターンとの相関
係数 (縦軸)が上昇していることが分かる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
脳磁図を用いた実験では，絵画を提示した
100ms後に一次視覚野近辺で強い賦活が起き
ること，170ms後に腹側の後側頭葉皮質で強
い賦活が起きることなどが明らかになった．
特に170msでの反応は肖像画を見ているとき
に顕著に現れ，この脳部位と相貌認識との関
わりの強さを示す先行研究の結果とも一貫
している．しかし，専門家と普通の大学生(統
制群)との間の比較では明確な違いが現段階
では明らかになっておらず，美学院生と統制
群との比較，絵画鑑識の長期訓練の前後での
比較ともに脳の賦活パターンに主な違いが
認められていない．従って，行動レベルでの
変化にどのような神経学的基礎が関わって
いるのか本研究の段階では明らかな結論は
出すことができず，今後の追加研究を必要と
している． 
また，近赤外分光法を用いた研究では，宗
教画を見ているときの左右の前頭前野の賦
活を調べたところ，中世宗教画の専門家がキ
リスト教絵画 (十字架降下，受胎告知など)
を見ているときは素人に比べて左半球の前
頭前野が強く賦活することが明らかになっ



た．この領域は意味的な処理に強く関与して
いることが知られており，専門家の持つ豊富
な知識が宗教画を見ることにより活性化さ
れることが示唆される． 
本研究では，絵画鑑識に及ぼす学習効果に
ついて主に脳磁図を用いた認知神経科学的
研究を行ってきた．ある程度の成果は得られ
つつあるが，まだ萌芽段階であることも否定
できず今後の進展が必要とされる．今後もこ
のテーマの研究を進めることで学習と感性
に関する理解が深めていくことが必要であ
ろう． 
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